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微分方程式または微分不等式の解を見つけようと思ったとき、まず “形式解”を見つけ、
そこから厳密解を構成するというのは基本的な戦略の一つです。“形式解”の意味するとこ
ろは文脈によりますが、ここではジェット束の連続な切断をそう呼ぶことにします。すな
わち、“形式的な値”および各 “形式的な微分係数”を連続的に与える写像のことです。あ
る微分方程式または微分不等式が “ホモトピー原理を満たす”とは、任意の “形式解”が厳
密解とホモトピックであることを言います。この性質を導くための様々な手法がGromov

や Smale、Nashなどによって考案されており、ホモトピー原理を通してトポロジーの技
術が微分幾何や複素代数幾何に応用されています。
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